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ご 挨 拶
　　　３０周年によせて

認定ＮＰＯ法人  芦屋市国際交流協会　会長　戸田　敬二

　芦屋市国際交流協会は1961年に発足した芦屋姉妹都市協会を母体として

1993年に設立されました。国際文化住宅都市芦屋市にふさわしい国際交流協会

を目指し、多くの先人の皆様のご努力のお陰で３０周年という記念すべき年を

迎える事ができました。

　創立年には、記念事業としてフィリピンのコラソン・C・アキノ元大統領をお

招きし、国際シンポジウムの基調講演をして頂きました。10周年を迎えた2004年にはノーベル賞受賞者・小

柴昌俊氏に、また20周年記念事業として楽天株式会社の会長兼社長の三木谷浩史氏に記念講演をして頂きまし

た。

　30周年記念事業は未だコロナの感染も懸念された為、モンテベロ市との姉妹都市提携60周年事業と合わせて

当協会の看板講座である「作って食べよう世界の料理」をACA初の市販本として発売し、会員及び多くの支援

者のお陰で、半年も掛からずに目標の販売数を達成いたしました。

　当協会の30年は10周年誌、20周年誌にありますように決して平たんなものではありませんでした。2011年

に潮芦屋交流センター設立と同時に指定管理者となり、1990年の自治省「国際交流協会設立指針」にある様に

民営化を達成いたしました。当初８年間は随意契約で指定管理を頂きましたが、2019年からは公募に変わりま

した。ACAは引き続き潮芦屋交流センターの指定管理を頂きましたが、芦屋市からのご要請によりACAの本拠

を潮芦屋交流センターから外部に移す事になりました。芦屋市のラ・モールの公募物件を最低入札価格の５割

増しで購入し、ACA始まって以来の高額な出費になりました。また指定管理料の減額があり事務局の構造改革

に加えボランティアの皆様のご協力により乗り越える構造にいたしましたが、2020年からのコロナによる休館

等もあり経営的には大変厳しい５年間でした。

　2020年から始まったコロナ禍は、途切れることなく続けてきたモンテベロ市との学生親善使節交流を３年間

に渡り中断せざるを得ませんでした。2021年の姉妹都市提携60周年記念の両市市民訪問団の相互訪問事業も

実施できませんでした。しかしコロナ禍でもオンライン等使い両市の友情は途切れる事が無く、2023年には学

生親善使節事業を再開する事ができました。国内のイベントは感染対策を強化し一部を実施しました。英語・

日本語教室もオンラインを活用して活動を継続し市民へのサービスを維持する事ができました。

　2019年には、ごく少数のNPO法人が受ける認定NPO法人を、兵庫県の国際交流協会では初めて兵庫県から認

定して頂きました。認定NPO法人になりましたので多文化共生事業等でも芦屋市の他団体に寄与出来る活動を

心がけております。

　当協会は国際文化住宅都市芦屋市の国際交流の拠点として多様化する市民のニーズにより効果的にまた効率

的に対応し市民サービスの向上を目指してまいります。行政におかれましても当協会の30年或いは姉妹都市協

会から数えて60数年にわたり市民ボランティアで成り立つ芦屋市国際交流協会の在り方を長期的な視点で捉え

て頂き引き続きご指導ご支援をお願いいたします。

　会員の皆様にはこれまでと変わらず協会の活動へのご理解と積極的なご参加をお願い申し上げます。
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　　設立３０周年を祝う

芦屋市長　髙島　崚輔

  芦屋市国際交流協会設立30周年、誠におめでとうございます。戸田会長はじ

め、関係各位のご尽力に深く敬意を表します。

　芦屋市は日本唯一の「国際文化住宅都市」です。令和６年で63年目となるア

メリカ・カリフォルニア州のモンテベロ市との姉妹都市交流事業をはじめ、多岐にわたる国際理解事業を通じ

て芦屋市民の国際感覚の醸成に貢献していただいていること、感謝申し上げます。

　令和３年度には、モンテベロ市より市民訪問団をお招きして「60周年記念事業」を行う予定でしたが、新型

コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となったこと、大変残念でした。しかしコロナ禍において

も、これまで姉妹都市交流に関わってこられた先輩方や、市内の中学生をはじめ多くの方がオンラインで交流

を行い、絆を繋いでくださりました。令和５年度から改めて学生親善使節の交流が再開できたことは、芦屋市

国際交流協会並びにモンテベロ姉妹都市協会のお力添えによるものと深く感謝しております。令和５年度に渡

米した２人の使節からは、芦屋市の未来に対する貴重な提言も頂きました。自らのコンフォートゾーンから飛

び出した２人。帰国後の報告会で目にした成長した姿に、海外に出る経験の重要性を改めて実感しました。

　振り返ると、昭和36年にモンテベロ市と姉妹都市提携を締結した当時の本市の人口は５万７千人余りでし

た。阪神間の恵まれた立地特性、先人たちから受け継がれてきた美しい自然環境や、貴重な歴史・文化などに

より、急激な発展を遂げた本市には、今日では９万3千人余りが暮らしています。海外の方も増え、今は63ヵ

国・1,900人以上の方が住むまちとなりました。

　様々な文化的背景を持つ方が芦屋市に住みたいと思ってくださっていることに、芦屋市の国際文化住宅都市

としての成熟を感じるとともに、その礎には芦屋市国際交流協会の皆さまの長きにわたるご努力があることと

感じ入っております。

　これからも、芦屋を「世界で一番住み続けたいまち」にしていくために、また、次代を担う芦屋の子どもた

ちが世界に羽ばたけるように、変わらぬご協力をよろしくお願いいたします。

　結びに、芦屋市国際交流協会の益々のご発展と皆さま方の一層のご活躍、ご健勝を心からお祈り申し上げま

す。
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Ⅰ．ACAの生い立ちと歩み

１．姉妹都市提携

アメリカ・カリフォルニア州のモンテベロ市と姉妹都市提携が

結ばれたのは、1961年５月です。アメリカのアイゼンハワー

大統領が姉妹都市提携運動ピープル・ツー・ピープル・プログ

ラムを提唱して、世界的に都市間の交流が盛んになった時期で

した。1959年に大阪市で開催された太平洋沿岸市長会議に出

席したモンテベロの市会議員イレーン・カーチナー氏と通訳を

していた芦屋市の高津厚子さんの交流がモンテベロ市と芦屋市

との姉妹都市が実現するきっかけとなり、モンテベロ市長か

ら芦屋市の内海市長宛てに姉妹都市提携の申し入れがなされました。芦屋市はかねて適当な都市と提携したい

との考えを持っていたので、早速モンテベロ市のことを調査した結果、都市提携を進めることを決め、芦屋市

議会の決議を経て準備委員会を設置し、1961年５月24日精道小学校で両市の姉妹都市提携式が行われました。

２．学生親善使節と市民訪問団

　1964年に始められた学生親善使節の交換は、途中阪神淡路大震災とコロナ流行により計4年間中断されまし

たが、その年を除き毎年行われ2023年で57回を迎えることができました。毎年夏休みを利用して２名の学生
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を相互に派遣し、４週間のホームステイで交流を深めて来ています。また、1965年に第1回市民訪問団が始ま

り、その後5年ごとに行われています。

３．国際交流協会の誕生

　芦屋市国際交流協会は芦屋姉妹都市協会がその母体となり、1993年４月１日、姉妹都市協会の事業を引き継

いで誕生しました。会長に井植敏三氏、理事19名、監事２名を役員とし、北村市長を顧問として発足し、事務

局長は市の国際交流課長が現職のまま就任しました。会則にはこの協会が芦屋市民と外国人との交流、国際協

力、国際交流に関する諸活動を行い、世界に開かれた地域社会作りと国際社会の発展に寄与することを目的に

掲げています。行政の発案による設立であり、市の国際交流活動の委託や市との共催事業を行うことも大きな

目的ですが、活動の主体は市民にあることを明示しています。総務・国際協力・広報・企画事業・友好姉妹都

市交流の５つの委員会が相次いで発足しました。

４．NPO法人格取得

　2007年8月28日に、中村副会長を中心とする「NPO法人化検討委員会」を発足させ検討に入りました。

　設立趣意書、定款作成、事業計画、収支予算、役員の選任など必要な作業を取り進め、2007年10月22日の

理事会承認を得てNPO法人移行を決定し、直ちにNPO法人の設立を兵庫県に申請しました。

　その後、県における審査期間（4カ月）も経て、2008年3月21日に認証が下り、続いて法務局で設立登記の

手続きを行い、その年度初めにあたる4月1日の日付でNPO法人芦屋市国際交流協会の誕生となりました

５．潮芦屋交流センターオープン

　「芦屋市立 潮芦屋交流センター」は、芦屋市における国際

交流と地域のコミュニケーションの拠点として、2010年に

着工し、2011年3月に竣工しました。海洋町にあって、鉄筋

コンクリート造りの地上2階建て、1階は受付とオープンス

ペースのほかに4部屋からなり、2階は調理スペースのほかに

5部屋があって、うち3室は間仕切りを取れば100名以上入れ

る多目的室になります。このほか２つの駐車場と、屋外テニ

スコート3面を併設しています。市の指導のもと、2011年3月31日、NPO法人芦屋市国際交流協会は、大原町

から海洋町に移転することとなりました。

６．指定管理者

　ACAは潮芦屋交流センターの指定管理をうけるべく、その設置目的、管理運営の基本方針、管理施設の名称
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と概要、供用開始予定日、管理の基準、管理組織体制、業務内容、協定の締結、備品の貸与、その他留意事項

等々の内容を明示し、2011年度の指定管理者としての事業計画書、収支計画書などを作成、提出しました。

2011年3月に議会の承認を得ることができました。

Ⅱ．20周年から30周年へ（2014年度～2023年度）

１．強固な基盤づくりと広がる活動

（１） 認定NPO法人となる

　2016年1月に兵庫県主催の「認定ＮＰＯ法人制度」の説明会に、会長、副会長が出席しました。県下のNPO

の中から「認定」が取れそうな団体を選んで県から声がかかったためです。かねてより「認定」について興味

はありましたが、説明を聞き直接担当者と話をしてＡＣＡにとっては充分可能性があることが判り、このチャ

ンスを生かすべきだと考えました。当面の課題は賛助会員の会費を千円値上げして３千円にすることでした

が、丁寧に説明をしたところ、皆さんの了解を得ることができました。認定申請には２年間の実績が必要です

が、2016～17年度の実績をもとに2018年8月に県へ申請し、2019年1月に無事認定を得ることができまし

た。

　認定NPOとは「運営組織及び事業活動が適正であって公益の増進に資する」団体として認定され、税制優遇

措置が受けられる団体です。税金のこともありますが、何より重要なことは、社会的信用が格段に高くなるこ

とです。現在全国のNPOで認定されている団体は２％程度、芦屋市では２番目で、兵庫県下で国際交流の団体

では初めてです。53年の歴史を持ち、社会的にも信用の高い団体として、今後ますます活発に活動を目指して

いきます。

（２）ラ・モール芦屋の購入

　ACAはラ・モール芦屋から2011年度に指定管理者として潮芦屋交流センターに移り、以降センターの部屋や

テニスコートなどの施設管理をしながら、国際交流関連の事業を続けています。

　2011～2013年度の3年間、さらに2014～2018年度の5年間は随時契約として指定管理を続けました。2019

～2023年度の5カ年分については初めての競争入札となり、入念な準備を重ね、無事5カ年の指定管理を落札

することができました。さらに2024年～2028年度の5カ年も競争入札で指定管理を続けることが決まりまし

た。

　潮芦屋交流センターで活動を続ける一方、市からの要請があり独自の本拠を持つ必要がありました。そこ

で、以前ACAが入居していたラ・モール芦屋を2019年度に入札で芦屋市から購入しました。2020年４月から

市民センターなどの部屋を借りて行っていた英語、スペイン語、日本語などの北教室の多くをラ・モール芦屋

に移し、また俳句教室を新設するなど新たな活動の場として利用しています。

5

（３）「作って食べよう世界の料理」レシピ本出版

　芦屋姉妹都市協会から数えて60周年、ACA設立30周年の記念事業と

して、2023年3月に「作って食べよう世界の料理」レシピ本を発行し

ました。

　25年間の全レシピの中から100レシピを厳選し、1年前の4月から料

理再現と撮影が始まりました。姉妹都市モンテベロ市からのレシピや日

本語教室の学習者のインタビュー記事、元学生親善使節の海外からの食

レポなども掲載されていて、その国の食文化を身近に感じ、異文化に触

れることができ、目標とした「世界の食文化と人が見える本」になりま

した。また、より多くの方にACAの活動内容を知っていただくために、

各委員会の活動紹介記事も掲載しました。3月5日、ACA60周年記念

「作って食べよう世界の料理」出版記念祝賀会が芦屋モノリスで開催さ

れ、約40名の関係者が集い、久しぶりの再会を喜び合いました。料理

製作、撮影の苦労話など、和やかな雰囲気の中、楽しいひとときとなりました。

また、5月6日には朝日新聞の阪神版と神戸版にレシピ本についての記事が掲載され大きな反響がありました。

（４）多文化共生への取り組み　ワールドフェスタと「各国の日」

　2013年に潮芦屋交流センターで第1回「ワールド

フェスタ」を開催しました。1997年から行っている

「作って食べよう世界の料理」の経験を活かし、食

を通じて異文化を知っていただき、音楽とコラボ

レーションさせて多くの市民の皆様に楽しんでいた

だこうということが出発点でした。全ての委員会が

取り組み協力し合う大きなイベントとなりました。

　「世界の料理」は全て手作りで、メニューの選

択、食材の購入から調理まで担当委員を中心にボラ

ンティアが担当。また手作りのカップケーキ、コーヒー、そしてローゲンマイヤーのパンなども販売しまし

た。ステージでは、芦屋市を中心に活躍中の音楽やダンスグループの皆さんが、歌や楽器演奏、ダンスなどバ

ラエティに富んだ内容を披露されました。

　2016年から「外国人のための茶道教室」の皆さんによるお茶席も始まりました。2017年には、「世界のカ

レー」として6種類のカレーを販売。コロナ禍の影響で2020～2022年は中止となりましたが、2023年に再

開。ミャンマーの皆さんやスリランカ友の会、”Colorful”さんも参加、手作りの料理やクッキー、紅茶の販売な

どをしていただきました。また食器類を中心にバザーも開催。ステージには潮芦屋交流センターの利用者方を

中心にパフォーマンスが行われました。普段の練習の成果を発表する子ども達に熱い視線を注ぐ家族の姿も見

られ、地域の交流センターらしい手作りの暖かいステージになりました。
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　これからもワールドフェスタは多文化共生をベー

スとした地域の交流イベントとして、様々な繋がり

を大切にしながら続けていきます。

　2014年に「ロシアの日」を開催して以来、「ヨ

ルダンの日」「ラトビアの日」「インドネシアの

日」「タイの日」、2020年２月には「ドイツの

日」を開催しました。ところが、その直後に新型コ

ロナウィルスの感染が広がり開催ができず、2023

年３月、ようやく「ミャンマーの日」を開催するこ

とができました。

　これらのイベントでは、各国の大使、大使夫人、総領事、総領事夫人、有識者による講演があり、テーマは

その国の歴史、文化、社会など多岐にわたります。その後は、その国の音楽や民族舞踊を楽しむことができま

す。時にはロシア民謡「カリンカ」に乗って輪になってダンスをしたり、参加者全員でインドネシアの伝統楽

器を奏でたり、「ローレライ」などドイツの歌を一緒に歌うなど、和やかな雰囲気の中で交流を深めます。そ

の国の美味しいお菓子とお茶をいただくことも楽しみのひとつとなっています。毎回、100人近い参加者があ

ります。

　その国について学ぶこと、社会や文化の違いを理解

し、相互理解を深めること、そして人と人の関わりを

持つことが、平和な世界へと繋がる小さな第一歩だと

思います。

　参加した皆様が、これまで遠くに感じた国を、帰る

ときには身近に感じられるような多文化共生、多文化

創生を目指したイベントを今後も企画していきたいと

考えています。

（５）市役所でACA紹介展示

　芦屋市モンテベロ市姉妹都市提携60周年記念の一環として、市役所のブースにて2023 年３月７日から 29 日

の間、「ACA紹介＆展示コーナー」を開設しました。連日多くの方々にお越しいただき成功裡に終了すること

ができました。

　展示は「ようこそACAへ」から始まり「ACAの生い立ち」、「ACAの組織と各委員会の紹介」、「姉妹都市

との交流、モンテベロ市紹介、記念品展示」、そして60周年を記念して発行した「レシピ本“作って食べよう世

界の料理” の案内と展示」と続きました。

　同時に展示場の正面に終日「姉妹都市学生親善使節（SA）」紹介のアーカイブビデオを日本語版と英語版を
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交互にモニターで放映し、過去に選抜された芦屋市の

SA2名が芦屋市の代表として芦屋と日本の文化を紹介

し、帰国後も交流を続け両国の懸け橋となっている姿

を映し出しました。SA及びホストファミリーの募集

ポスターや募集要項も掲示しました。

　今後とも姉妹都市事業のみならず多文化共生・共創

を目指し、在住外国人を対象とした活動（日本語教

室、防災教室、文化教室など）や、文化活動事業（セ

ミナー、コンサート、料理教室など）を推し進めてい

きたいと考えています。

2．各事業委員会 活動報告

（１） 国際事業委員会

１．国際文化住宅都市芦屋の姉妹都市交流事業

1961年にアメリカ合衆国カリフォルニア州モンテベロ市と結ばれた姉妹都市提携に基づき、芦屋市、モンテベ

ロ市に市民主体の姉妹都市協会が設立され、1964年には学生親善使節（Student　Ambassador以下SA）事業が

始まりました。SA事業は、阪神淡路大震災、コロナ禍を除き、途切れることなく継続しており、2023年は4年

ぶりに第57回目を実施することができました。60年近く続いているSA事業では実に220名以上の日米学生たち

が太平洋を越えて両市を訪問し相互理解と友好を深めています。また、1993年からは、ACAが姉妹都市交流事

業を担い、毎年実施されるSA事業と、5年に一度、両市の市民訪問団による交流を行っています。2016年に実

施された第55回市民訪問団交流では、看護師の訪問交流も行われました。（2021年実施予定の「姉妹都市交

流60周年記念市民訪問団交流」はコロナ禍で中止）。また、2014年にはモンテベロ市よりシルビア先生が来

芦。芦屋市の教師や児童・生徒達と交流を深めました。

２．学生親善使節（SA）事業

　1964年以来、途切れることなく継続してきたSA事業ですが、2020年から2022年の3年間、全世界に蔓

延したコロナ禍により、中止を余儀なくされました。1964年から2019年まで、毎年芦屋市から2名のSAを
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モンテベロ市へ派遣し、モンテベロ市からも 2 名の SA を受け入れてきました。SA 事業は、ACA の全委員会、

関係スタッフの総力を結集して行われる夏休みのプログラムです。モンテベロ市 SA の 2 名は、芦屋市に 3 週

間滞在し、ホストファミリー宅に 1 週間ずつホームステイをします。滞在中は、市長表敬訪問、市議会視察、

警察署・消防署訪問等、公式行事に加え、日本文化に親しむ「書道」、「茶道」、「華道」や「能」の体験学習や、

芦屋市の小・中・高等学校を訪問し、日本の児童・生徒達と交流をします。ホストファミリーとは神戸、奈良、

京都に加え、平和学習の一環として広島平和記念公園も訪問します。これらの行事には、国際交流に関心のあ

る芦屋市の学生たちも Host Ambassador（以下 HA）として参加することができ、モンテベロ市 SA との友情を

深めています。また、モンテベロ市 SA は、芦屋市滞在中、花火大会や、「ハワイアンの夕べ」などのイベント

を通じて多くの市民とも交流します。

　一方、芦屋市からも毎年 2 名の SA がモンテベロ市に 3 週間派遣されます。現地ホストファミリー宅に 1 週

間ずつホームステイをします。日本では経験できないオープンカーに乗っての日系 2 世パレードや、大リーグ

観戦等、楽しいプログラムに加えて第二次大戦

中の日系人の歴史を知るため、「全米日系人博物

館」の訪問、UCLA や USC 大学視察等、貴重な

体験をします。日本とは異なる環境の中で経験

を積むことで視野が広がり、国際的な活躍の場

を目指すため、海外の大学へ進む SA も多く、

姉妹都市交流の中核である SA 事業が、若者た

ちの国際感覚育成に大いに寄与できていること

は喜ばしい限りです。

　SA による両市相互訪問による交流は 7 月から

8 月にかけての 4 週間ですが、国際事業委員会における活動は SA 事業実施に向けて準備段階から始まり 1 年

をかけて行われます。学生親善使節の両市訪問直後、9 月の帰国報告会が終了すると、年末にかけて翌年度の

SA 募集に向けた準備作業がスタートします。芦屋市の「広報あしや」新年号に SA 募集要項が掲載され、それ

と併せ、年間スケジュールの策定、SA 募集説明会に向けての諸準備、選考試験（一次筆記試験・二次面接）に

おける外部面接官の選定等を行います。また、春先から夏にかけて、芦屋市HAの選抜、SAの渡米フライトの予約、

ホストファミリー（HF）の募集掲載、及び説明会が開催されます。これらと並行してモンテベロ市 SA の芦屋

市滞在中の公式行事、及び個別イベントの企画と段取りを行い、SA 歓送迎会における市長、及び関係者の日程

調整、送迎バスの手配、モンテベロ市との連携、HF 決定後のガイダンス、HA によるイベント企画や SA 対応

等を確認したうえで、7 月の SA 事業本番を迎えます。この間、国際事業委員会だけでなく、国内事業委員会、

外国人支援委員会にも協力を仰ぎながら ACAの総力を結集し、SA事業を行っています。
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３．コロナ禍に伴うSA事業代替プログラムの実施

　2020年から2022年は全世界に蔓延したコロナ禍による海外渡航規制、水際対策強化、及び変異株流行に伴

うロックダウンなどにSA事業も翻弄され、相互訪問を主体とする交流は、中止を余儀なくされました。ただ、

海外渡航規制により、両市間でのSA訪問は実施できなかった

ものの、1964年から継続してきた姉妹都市交流事業を風化さ

せることだけは絶対に阻止しなければならないという危機感を

関係者が共有し、代替事業を実施することで両市の友好関係の

継続を図りました。

　2020年は、芦屋市とモンテベロ市をZoomで結び、オンライ

ン交流を実施しました。2020年7月12日に総勢60名（両市か

ら30名）が参加し、開催されました。進行役のモンテベロ市交

流協会エマ・デルガド会長の挨拶から始まり、ACA戸田敬二会

長、伊藤芦屋市長、田中明副会長、そしてモンテベロ市メレンデス市長のスピーチと続き、その後、両市元SA

によるビデオメッセージや、芦屋市で事前に取ったアンケートに基づき作成した過去のSAに関するクイズ等で

大いに盛り上がりました。笑いあり、涙あり、飛び入り参加あり等、あっという間に3時間が経ちました。最

後にZoomで集合記念写真を撮りましたが、終了後も参加者一同、名残惜しく、なかなか退出できず、その後の

SNSでの反響も大きく、多くの絶賛の言葉が後を絶たず、盛況裏に終了しました。

　2021年も前年に引き続き、姉妹都市交流が中止となりました。SA事業の代わりとして60年に及ぶ姉妹都

2015 年度 SAの思い出
加輪上　創介　

　私がSAになったのは高校1年生の時で、きっかけ
は中学3年生で参加した学校の留学プログラムに不
完全燃焼で帰ってきたことでした。 
　実際 SA になってみると、大満足どころか、濃密
でホストファミリーの愛に溢れた一生忘れることの
ない 1カ月になりました。 
　SA になってから 9 年が経った今振り返ってみる
と、自分の人生の 1 つ目のターニングポイントは
SAになったことだったように思います。
　 モンテベロに高校生 2 人きりで行ったり、両市
の公式行事に参加したり、大勢の前でスピーチをす

る機会が何度もあったり、大人との会議で発言したりと、皆さんの温かい目で見守られながらも
緊張感のある場をたくさん経験させていただきました。こうした普通の留学や旅行では決して体
験できない経験の一つひとつが今の活発な自分を作ってくれていると感じております。 
　このような素晴らしいプログラムが永遠に続くことを願っております。
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市交流や、両市の強い絆を、その始まりから現在に至る写真や動画を再編集して「アーカイブビデオ」に纏め

ました。同ビデオは、モンテベロ市でも芦屋市との交流を広く知ってもらうため英語版も製作しました。

上記ビデオは、芦屋市の中学・高校（山手中学校・芦屋県立国際高校・芦屋学園高校）へ配布し、学生たちに

姉妹都市交流の在り方や、将来に向けた活動内容について意見やアイデアを出してもらいました。これらを纏

めたレポートと英語版「アーカイブビデオ」をモンテベロ市姉妹都市交流協会に送り、交流を図りました。ま

た、芦屋市民にも広く姉妹都市交流事業を知ってもらうためにホームページからもアーカイブビデオを閲覧で

きるようにしています。

　2022年は、3年連続で姉妹都市交流事業が中止となりました。これに代わるプロジェクトとして、8月に

「日米元SAによるZoom交流」を開催しました。芦屋市から7名の元SA、そしてモンテベロ市からも7名の元SA

が参加して2021年に製作されたアーカイブビデオをベースにコミュニケーションを図りました。参加者全員が

コロナ禍の前に交流したSAという事で、久しぶりのモニター越しの再会に大いに盛り上がり、互いの友情を確

認しました。SA達からはコロナ禍の影響で3年間SA事業が実施できなかったのは大変残念だが、2023年こそは

コロナ禍を乗り越えSA事業を再開し、両市の友好関係を繋げていきたいということが話し合われました。

　姉妹都市交流事業にとってはまさに危機的状況であった未曾有の世界的パンデミックを乗り越え、2023年は

実に4年ぶりにSA事業を再開できたことは芦屋市、モンテベロ市にとって、先ずはほっとすると同時に本当に

喜ばしいことでした。また、4年振りの再開にあったっては芦屋市民・学生の方々の姉妹都市交流事業に対す

る関心、興味が低下したのではないだろうか？との懸念や危惧がありましたが、蓋を開けてみるとSA募集説明

会には我々の予想をはるかに上回る応募がありました。また、ホストファミリーにも多くの応募があり、非常

に心強い限りでした。HA達もそれぞれの役割を十分認識し、モンテベロ市SA達と充実した活動を共にすること

ができました。2023年のSA事業の再開を契機に、2024年以降も引き続きSA事業を継続、発展させることで、

両市の友好関係の絆をより一層強固なものにしてまいります。

４．市民訪問団による交流

　5 年ごとに芦屋市、モンテベロ市の市民訪問団が相

互訪問による交流を行っています。春に芦屋市からモ

ンテベロ市へ、秋にはモンテベロ市から芦屋市へ市民

訪問団が互いに訪問をします。モンテベロ市では、牧

場や、ワイナリーに招かれ、アメリカ式の歓迎パーティ

に参加し、通常の旅行では体験できないような行事を

通じてアメリカ文化を学びます。これらの交流を通じ、

多くの友情が育まれています。両市にまたがる友情と

絆の深さは他市もうらやむ実のある姉妹都市交流につ

ながっています。

　2016 年は「姉妹都市提携 55 周年記念市民訪問団」が結成され両市を相互に訪問しました。また、当訪問に

は市立芦屋病院とビバリー病院の看護師交換プログラムが組み込まれ、従前の市民訪問団と比べ、内容がより

一層充実したものとなりました。市立芦屋病院の看護師、矢ケ部康代さんはモンテベロ市滞在中、ビバリー病院
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にて 5 日間、医療制度や看護師の仕事などについて学ぶ貴重

な体験をされました。芦屋市からの訪問団は総勢 23 名とな

りました。市長、議長、芦屋市関係者、ACA 関係者に加え、

一般公募の方々の参加もありました。

（訪問日程：2016 年 4月 24日～ 30日）

　上記の相互訪問として、同年 11 月 7 日から 13 日にはモ

ンテベロ市よりアート・バラハス市長、エマ・デルガド会長

を含む総勢 18 名の市民訪問団が来日されました。滞在中

は芦屋市役所、警察、消防署、市立芦屋病院、岩ヶ平公園バ

ラ園、幼稚園と小学校の訪問、だんじり祭りの山車見学を始め、書道体験等、盛り沢山のイベントが組み込ま

れたのと併せて、奈良、京都、広島、神戸への小旅行も実施されました。団員のおひとり、ビバリー病院のベ

テラン看護師、ローラ・ベリーさんは滞在期間に 3 日間ホームステイをし、市立芦屋病院にて研修を通して交

流し、米国の看護事情についてのレクチャーをされました。（資料 P.40）

　歓迎祝賀会では芦屋市長、議長、行政、議会からも多数の参

加があり、歴代の SA 達も多数参加し、総勢 100 名を超える大

パーティとなりました。

　2021年は本来であれば記念すべき60周年市民訪問団による

相互訪問を実施する予定でしたが、コロナ禍での中止を余儀な

くされました。ただ、2023年は漸くSA事業を再開することが

できましたので、2026年には「65周年記念市民訪問団」を是

非実現させることで、芦屋市民を含む多くの方々に、両市の歴

史と友好関係の重みを改めて認識していただき、未来に向けた

交流に繋がるイベントにしたいと思います。

（２）国内事業委員会

１． 外国語教室活動

① 大人のための外国語教室

ａ．教室活動

　潮芦屋交流センターへの移動から3年後の2014年、外国語教室は潮芦屋交流センターの８クラス（英語、英

会話 計58名）を南エリア、JR芦屋近辺の大原集会所、市民センター、あしや市民活動センターの５クラス（英

語、英会話、スペイン語 計58名）を北エリアとして継続しました。受講生の年齢層の上昇もあってクラスの少

人数化傾向が続きます。Stephen先生の月曜午後クラスを増設できたものの、楠先生のクラスの2018年末の閉

講は残念でした。英語、英会話以外の講座として児童英語教育研究家 中本幹子先生の絵本朗読クラスを新たに

開設しました。
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　2019年には、新しいACAの北拠点、ラ・モール芦屋203号室に北クラスのほとんどが落ち着きました。　　

　2020年度は、４、5月にコロナ対応のため休講を余儀なくされ、またコロナを懸念する人達の休会、退会に

よる受講者減少はあったものの、英会話、スペイン語の４講師のZoom授業に切り替えての継続と、10月の

戸田博子講師：English Reading Salon２クラスの開設により大きな減少を避ける事ができました。その他のク

ラスは休講も挟みながら、広い教室でアクリル板を仕切りにして何とか凌ぎました。翌2021年度も緊急事態宣

言の為の休講はありましたが、6月以降は通常に戻りました。12月末で五十嵐クラス、3月に稲鍵クラスと、長

期の２クラスが終了。五十嵐先生は姉妹都市協会時代から最も長く講師を務められました。

　この機に新しい展開をと、2022年5月に『ママも楽しむ親子英語クラブ』、6月に短期講座『小学校英語指

導者勉強会』、10月に『初級英語』がスタートしました。 （2023年度末 クラス数16、受講者数85名）

　講師陣より英会話教室担当のStephen Donald先生と英語教室御園生寛子先生を紹介します。

Stephen Donald

Walking through the doors of the Ashiya Cosmopolitan Association for the first time over a decade ago 
I was unsure what to expect from either staff or students. I needn’t have worried. A vibrant, welcoming 
and friendly community was already a hallmark of the ACA, and I quickly began to appreciate and 
indeed become a part of it. Since then many new students from all walks of life have come through the 
same doors and into my classes, and they too have been able to enjoy and become part of the ACA 
community. For three decades the association has provided not only language classes for local and 
foreign residents of Ashiya alike, but has offered innumerable opportunities to participate in events, 
performances, and cultural and cuisine classes featuring the best of Japan and every other country 
you care to name. I’m happy to have been part of the first thirty years of ACA’s story, and I hope that 
like me you’re looking forward to helping this truly cosmopolitan community continue the story into 
the next thirty years.

御園生 寛子

　ACAとのご縁ができまして早や9年となりました。トラベル英語の上達という目的のクラスです
が、クラスにはいろいろなお仕事や趣味を持っていらっしゃる方が多く、トラベル英語学習だけでは
なく自分の知らない分野の知識を分かち合える場となりました。それもまた素晴らしい事であると思
います。
　毎回、クラスの始まりにウォーミング・アップも兼ねて先週何をしたのか皆さん一人一人に英語で
短時間お話し頂いております。「間違いを恐れず英語を話す」という姿勢は語学習得の大事な一歩と
思ってこの時間を設けていますが、思わぬ発見や意見交換ができ楽しい時間となっています。
　ACAの活動の場において微力ではありますがこうした皆さんの交流のお手伝いができますことを大
変嬉しく思っております。
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ｂ．コスモポリタンナイト：Let’s-Get-Together Party

　すべての受講生に英語で交流する機会をと、ネイティブの講師がたのリードでゲームも交え英語でポット

ラックパーティーを楽しむコスモポリタンナイトが始まりました。ACA会員および一般市民も参加し、講師は

参加者全員と言葉を交わしました。2014年にはモ市教師招聘プログラムのシルビア先生のサヨナラパーティー

を兼ね開催され、50人以上の会員、市民、関係者が楽しく集いました。

② 子どものための英語教育活動

a. モンテベロ市学生親善使節の小学校訪問

　大人のための楽しい英語教室が姉妹都市提携後間もなくより長く継承されてきた一方で、芦屋の子ども達の

ための英語教育活動は長く手付かずでした。

　小学校から英語教育が始まる流れを受け、2009年より、モンテベロからやってくる高校生と芦屋の小学生の

交流の機会を作る『モ市学生使節の小学校訪問』プログラムを国際事業委員会の協力を得てはじめました。

　夏休み前に学校の全校児童に参加者募集の案内チラシを配

布し参加者を募ります。当日は大教室で、二人の学生使節は

モンテベロの町や自分達の暮らし、家族、学校生活などを紹

介し、子ども達は大きな手作りの福笑いや学校にある独楽や

けん玉で日本の遊びを二人に教えます。時には先生と一緒に

校内案内をします。

　質疑応答やゲームやダンスに英語まじりで興じる内に、皆

の笑顔がはち切れます。小学生達が、英語が話せるといい

な、と感じてくれると大成功です。

　毎年実施の約束で、2013年より訪問校の指定を教育委員会に依頼でき、また、プログラムの構成や実施を引

き受けて下さる先生も増えました。

　私どもACA側は、モ市学生の自己紹介やモ市についての問答タイムの通訳や補佐作業の充実を、元学生使節

やホストアンバサダーと共に計りたく思います。

これまでの経過

2009年　浜風小学校　2010年　浜風小学校　2012年　山手小学校　2013年　潮見小学校

2014年　精道小学校　2015年　宮川小学校　2016年　山手小学校　2017年　岩園小学校

2018年　朝日ケ丘小学校　2019年　潮見小学校　2023年　浜風小学校

ｂ．モンテベロ市小学校教師招聘事業　 Teacher Exchange Program（ＴＥＰ）

　このプログラムは、2011年の姉妹都市提携50周年のモンテベロ訪問団とACAメンバーの意見交換会の場でハ

ロ会長より案として出たものでした。モンテベロにてハロ会長と稲鍵元会長の間で両サイドの条件を付きあわ

せた後、実施を決定。モ市側は人選を、本協会は学校やホストファミリー選定を開始、教育委員会や小学校の

校長先生方などのご協力で準備を整え、シルビア・ガルシア先生をお迎えしました。紅葉に包まれた芦屋
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TEP（Teacher Exchange Program）
Silvia Ann Garcia

The privilege to teach in Ashiya as the Sister City Ambassador was one 
of the most memorable experiences of my life. Working alongside the 
5th and 6th grade teachers from Shiomi and Yamate Elementary 
Schools was an incredible learning experience for me. What I observed 
and learned was that the teachers, school administrators and staff were 
all dedicated to provide the best educational experience for all 
students. The hard working ALT’s were extremely knowledgeable and 
dedicated in providing the best for their students and the English 
Language Program.
The warm welcome and hospitality that I received from ACA and the host families was an enriching 
example of Japanese culture and most significantly the pride of being from Ashiya. The host families 
saw to it that I experienced daily life in Ashiya in the most incredible way. I was treated to the most 
delicious meals prepared in their warm and comfortable homes. I was taken on many amazing 
excursions in and around Ashiya. What I appreciated was that I was able to experience the beauty of 
Ashiya in the Fall when the weather was perfect. The scenery of Ashiya and surrounding areas was 
absolutely incredible. Everyone that I met was verywelcoming and helpful during my short stay in the 
beautiful city of Ashiya.
There are not enough words to share the gratitude that I have for everyone that made this opportunity 
available. Your vision for the future of Ashiya is evident by your commitment to providing educational 
opportunities for the students of this beautiful city. I also share this vision and I hope that the 
ambassador programs for students and professionals will continue for many years to come. My most 
heartfelt thanks to ACA for this opportunity to visit Ashiya and to meet with the incredible teachers, 
students and the lovely people of Ashiya.

カンツリークラブでの歓迎ランチでゆったりとお迎えはできた

ものの、その後の３週間はなかなかハードなものでした。連

日、山手小学校と潮見小学校の５、６年生を中心に子ども達の

英語指導をし、多くのその他の学校では訪問交流活動を、その

間に教師方との打ち合わせの共同作業と、大変力強い活動を繰

り広げられました。

　週末にはホストファミリーや協会員と観光を、又、コスモポ

リタンナイトや歓送会は多くの会員や市民との交流の場でし

た。（資料 P.41）

ｃ．絵やレターの交換

　2011年11月、50周年訪問団との意見交換会で小学生の交流が何かできないかとの提言を受け、その後

Mr.Okamura (MASCA元会長) を通じやり取りした結果、2011年春にモンテベロのLME (La Merced Elementary) 

15

Schoolから絵やレターを送ってこられ、交流が始まりました。先方の小学校４、５年の数ク

ラスからの絵とレターおよそ150枚を市内の各小学校（山手、宮川、浜風、

潮見）へ配布しました。モンテベロ学生使節の手で届けた際には、学校側の

絵手紙贈呈の集いで迎えられた事もありました。次の年には80通（20通は

山手中学へ）、３年目の2014年にも絵入りレターが届き、精道小学校に届

け、その後に市民センターでの小中学生の作品展に展示しました。

　先方からは授業の様子、図書館、運動場の写真が、こちらからは音楽会のビデ

オレターをという交換もありました。

ｄ. イングリッシュ＆テニスくらぶ

　５～６歳から小学生を対象とし、「英語とテニス教室がセットになった欲張りなクラブ」というキャッチコ

ピーで2013年5月に開講したイングリッシュ＆テニスくらぶ。運動で脳を活性化させてから学習をすると効率

があがるということを実践。コーチにテニスを50分習った後に、部屋に移動してネイティブの先生に英語を50

分習うという内容でした。残念ながら他の習い事や卒業などの理由で受講生がゼロとなり2018年6月に休講、

その後閉講しました。

　受講していた子どもさんが中学校にあがりセンターに顔を出してくれた時に、礼儀正しく「テニス部に入り

ました。英語の授業は楽しいです。」と誇らしげに話をしてくれました。

ｅ. 「マシュー先生と遊ぼう」芦屋市中学生スピーチコンテスト共同開催講座

　4年前より開催されている市教育委員会による「中学生英語暗唱・スピーチコ

ンテスト」に、同時開催として新規２企画、ネイティブの先生による４～６年

対象の小学生英語クラスと保護者対象の教育講座「辞書を使う勧め」が加わ

り、９月27日保健福祉センターにて実施されました。小学生英語クラスはACA

の英会話講師 Mathew Boyd先生が担当。少人数クラスではありましたが、参加

児童はいずれも興味津々な眼差しで先生を見つめ、聞き耳を立て、リピートし

たり、ゲームに興じたり、体全体で会得していました。英語が教科としてだけ

でなく、より身近で便利な伝達手段であることを感じ取り、好奇心と柔らかい

頭でどんどん吸収して欲しいと願っての企画でした。

ｆ. 小学校英語指導者勉強会

　児童英語教育研究家で指導者の中本幹子先生の当協会への入会を機に、芦屋の子ども英語教育のための企画

を教育委員会と検討を重ね、教育委員会により教師の為の指導法講座が実施されました。ACAは10回シリーズ

の講座を2022年6月に月１回日曜日午前中のクラスとして開始しました。中心となって最後まで履修したALT

の先生、英語塾や家庭で指導する先生によって、シリーズ終了後も有志の勉強会の形で続いています。
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ACA と『世界の料理』と私
由良 京子

　遡ること13年程、音楽仲間でもある中川輝子様から「気軽に美味しいワインと食事を楽しめる会

に行かない？」とのお誘いを受け参加したのがACAとのかかわりのスタートでした。 その折、中川

ご夫妻から橋谷ご夫妻を紹介され、愉しく乾杯をし、美味しい食事をご一緒したことが、まるで昨日

の事のように思い出されます。そんな楽しいワインの会が続いた後に、私は『作って食べよう世界の

料理』のリピーターとなっていました。当時の料理スタッフの中には、テニスの先輩でもあった北山

靖子様もおられ、何故か実家に戻ったような安心感を覚えました。

　2011年の夏にはモンテベロ市への市民訪問団に参加し、人生初の海外ホームステイなど貴重な体

験もできました。その後、ACAの最大イベントでもあるワールドフェスタや春のさくらまつりのバ

ザーも体験し、ボランティアのしんどさや楽しさをいっぱい感じながら、気付けば、国内事業委員、

料理教室担当となっておりました。

　2023年春には1年がかりで皆で作成した料理本が完成しましたが、心から尊敬する橋谷靜子様が急

逝してしまわれ、私の心にはぽっかりと穴ができてしまいました。これからの『世界の料理』を否応

なしにバトンタッチされてしまった格好でかなり戸惑いましたが、ACA事務局、市の国際交流課、過

去の講師経験者方のご協力を得て、力を合わせて続ける事ができ、185回を越えるまでになりました。

　最近では初登場の国（カーボベルデなど）も増え、一層国際色豊かになってきています。珍しい食

材や味覚に触れながら、食を通じて異文化を身近に感じる新鮮な体験と、楽しく美味しいアットホー

ムな共同作業がこの企画の魅力です。

　もうしばらく微力ながら『世界の料理』の継続に力を尽くしたく思います。

２．作って食べよう世界の料理

　1997年のスタート当時は年間５回ほどでしたが、次第

に回数も増えました。10年を経た2007年には参加者のご

希望もあり、それまでのレシピを一冊にまとめたレシピ本

を発刊、その後、2011年の春にACAが2階に調理室の完備

した潮芦屋交流センターに移ってからは年間10回の開催

となり、講師にレストランのシェフを迎えることや、日本

のお正月料理の恒例化、男性の参加などの変化もありまし

た。

　姉妹都市提携60周年の記念事業として、25年間180回

60カ国のレシピを総括し、市販のレシピ本の作成にレシ

ピ本作成委員会の皆様と挑みました。毎月の料理教室の開催と並行しチーム一丸となって料理の再現、撮影、

編集という難コースを完走しました。（資料 P.42）
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３．潮芦屋セミナー

　潮芦屋セミナーでは10年程前から次のような講演を行ってきました。

　世界的に有名な文学者、歴史学者、劇作家などの作品を題

材とした、それぞれの国や時代による人々の考え方、生活様

式、文化の紹介を、ときには2回、3回のシリーズとして行い

ました。 日本の文学者についてのセミナーも行い日本と世界

との文化的な視点を比較できるようにしました。対象とした

文学者等は次のような方々です：ラフカディオ・ハーン、ト

マス・ハーディー、オスカー・ワイルド、ゲーテ、ヘル

ダー、ハイネ、シュトルム、カフカ、パウル・ツエラーン、

夏目漱石、井原西鶴、村上春樹、カズオ・イシグロ。講師は夫々の分野の研究家、大学教授などの先生方にお

願いしました。

　少し違った観点から英語による落語を、桂かい枝、桂福丸の両師匠に、又、能楽の紹介を長山耕三師匠に紹

介していただきました。

　2、3年前からACAの活動にも変化が見られ、より現実に即した話題やカジュアルなテーマを取り入れていこ

うという方向に進み次のような講話を実現し好評を得ました。

　脳の話：関西ろうさい病院名誉院長の奥譲先生によるNY医療経験談と現在の脳外科の話。脳の外科手術に拘

わる生々しい緊迫したお話や、最近恐れられている認知症に関する話など視聴者の方々は真剣に聴いておられ

ました。

　パンデミックと文学：14世紀からのヨーロッパ文学に描かれているペスト・パンデミックと現代のコロナ禍

に於ける人間性の共通点について森道子・大手前大学文学部名誉教授の話。パンデミックが発生した時、人々

は先ず「違う」と否定し、それが現実と分かった段階で権力者は強制隔離手段を取るが様々な逆の効果で悲劇

を生むという現代にも通じる「歴史は繰り返す」お話でした。

　芦屋・阪神間モダニズムの話：大正時代に起きたモダニズ

ムの色々な文化資産を、三宅正弘・武庫川女子大准教授が紹

介されました。

　在日カナダ人によるカナダの紹介：身近なようで意外と知

らない国「カナダ」。マーク・フィールデン神戸大学講師が

ユーモアを交えて紹介されました。

　今後もより幅広い視点から世界各国の話題をテーマにした

セミナーを行っていきます。（資料 P.47 ）

４．潮芦屋コンサート

　国内事業の中で、最も集客を誇れる事業の一つに、コンサートがあります。ＡＣＡ発足当時から数えれば、

約150回は開催しています。ACAが潮芦屋交流センターに移動してからは、年に三回、本格的なクラシックか
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らポップス、ジャズ、ハワイアン等、幅広いジャンルの音

楽を提供し、市民の皆さんを始め、市外からも多くの方々

に楽しんで頂いています。潮芦屋に移動して間もない頃、

市民の方からのピアノの寄贈があり、そのお披露目に、ピ

アノ、フルートと詩の朗読を開催した時には、これまでで

最も多い約170名の参加者で大変盛り上がりました。

　その後、20代30代の若い人達による管楽器の演奏、50

人編成のリコーダーやバイオリンソロ、ピアノとハープ、

カウンターテナーのソロ、リコーダーとチェロ、又、芦屋

市民文化賞に輝く音楽芸術財団（アルカディア）の演奏、横浜在住グループからアプローチを受けた南米楽器

アルパの演奏、そして夏は恒例のハワイアンバンドとフラダンスの夕べ、冬はクリスマスジャズコンサート

等、数々のコンサートを開催しました。コロナが収束してからも、常に130名前後の聴衆に支えられ、演奏者

にも満足していただいています。（資料 P.49 ）

５．俳句教室

　世界中の文学には、必ずといって良いほど「詩」という

分野があります。詩はそれぞれの土地の自然や風土、習慣

などが凝縮した形で表現されています。日本で言えば万葉

集の時代から様々な詩文があり、色々な曲折があります

が、短歌や俳句が伝統的な詩として現代も幅広く親しまれ

ています。特に俳句は季語が必ず必要な定型詩で、わずか

17音の世界最小の詩です。誰でも作れるものですが、季節

感を大事にして、この世界を描こうとしています。この特

性を生かしてHAIKUとして諸外国でも楽しむ方がおられま

すし、外国の学校でも教材として利用されています。また、外国の方々に日本を紹介するにあたって、日本の

ことをまず理解しておくことが必要ですが、その意味でも俳句を学ぶことは有益なツールになります。

　以上のようなことから、2021年より俳句の教室が始まりました。月に一回の教室ですが、毎回楽しく学んで

います。段々と高齢化が進んでいますが、体調を崩されてもＦＡＸや郵便で俳句を送って来られます。そうし

た方の俳句も含めて、それぞれの俳句を鑑賞しあい、結果は句会報として全員に配付されます。とにかく鉛筆

と手帳があれば、病床からでも参加できるのが俳句の良い所です。

　交通の便利な北教室で教室を開いています。
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（３） 外国人支援委員会

１．日本語教室

潮芦屋の教室
　日本語教室は、月曜や木曜の午後クラスの増減がありましたが、月曜午前・午後、火曜夜、木曜午前、土曜

午前の5教室に落ち着きました。マンツーマンレッスンなの

で、イレギュラーな時間帯でも学習者の希望に沿うよう対

応しています。こども教室は、2015年に金曜日午後から土

曜日午前に日時を変更しました。

　学習者の登録数は2017年にはインバウンドの影響を受け

て登録者99名となりました。2018年は、市外在住者の新規

登録を受け付けなかったので77名になります。コロナ禍で

減少傾向となり、最近は40名ほどで推移しています。

北教室
　2015年4月に、週1回火曜日午前に行っている教室の会場を西

本建設貸室から、リード芦屋へ移転しました。さらに2019年4月

にラ・モール芦屋へ移転し、同年9月より火曜日午前と金曜日午後

の2クラスとなりました。

コロナ禍で
　2020年2月17日の春の文化祭後、2月29日～5月31日、感染予

防のため教室は休止になりました。2021年4月25日～5月12日に

も緊急事態宣言で潮芦屋交流センター閉館に伴い休止となりまし

たが、5月17日から教室を再開しました。

　この間、ボランティアはオンラインでのレッスン継続を試み、Zoomの技術が必要なことから、自主的な勉強

会につながりました。

　潮芦屋と北教室で学ぶ学習者は、会社員、大学院生、主婦などさまざまです。学習者の出身国は、中国やタ

イ、フィリピン、イラン、インドなどアジアが多いですが、アメリカやイギリスなどの欧米、コスタリカ、ブ

ラジル、チリなどの中南米、そしてナイジェリアなどアフリカ大陸出身の学習者もいます。ボランティアは、

日常会話を中心に、ビジネス現場での表現や日本語能力試験対策など学習者の希望に沿うよう各人工夫を凝ら

しています。ニーズにあった教え方の向上のためのブラッシュアップ講習会へとつながりました。

２．日本語ボランティア養成講座

　2014年から2023年にかけて、兵庫県国際交流協会から講師を紹介していただき、4回開講しました。2014

年斎藤先生、2016年五味先生、2018年元村先生による各7回・14時間の日本語ボランティア養成講座を潮芦屋

で行いました。
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　コロナ禍で延期が続いた後の2021年初夏、福井先生、矢谷先生による講座は、潮芦屋センターがワクチンの

接種会場となり使用できなかったため、市民センターで開講しました。待ち望んでいた熱心なボランティア希

望者は、「やさしい日本語」も含めて有意義な講義を受けました。（資料 P.53）

３．ブラッシュアップ講座、やさしい日本語講座、自主的な勉強会

　兵庫県国際交流協会（HIA）からの講師によるブラッシュ

アップ研修会を開催しました。

　ひょうご国際交流団体連絡協議会「やさしい日本語普及講師

派遣事業」によって2018年から2023年にかけて、9回やさしい

日本語研修会を開催しました。

　ACAの日本語ボランティアが、やさしい日本語や、お互いの

取り組みを話し合う自主的な勉強会も開催しました。

（資料 P.53・P.54）

４．外国人のための文化教室

　日本の文化を知ってもらうために、華道（草月流、未生

流）、茶道（裏千家）、書道の各教室をそれぞれ月一回金曜日

の午後に開講しています。

　茶道教室は、1月には着物を着て生田神社での初釜を体験し

たり、ワールドフェスタでお茶席を設けたり、活動の場を広げ

ています。

　芦屋市内の日本語学校の生徒（ベトナム、ネパール、台湾）

が、茶道体験や華道体験をしたこともあり、日本文化に触れることができたと好評でした。

　書道教室も書初めやカレンダー作りなど、先生の工夫で楽しく教室を続けています。（資料 P.52）

５．神戸大学海事科学研究科、海技大学校への出張講義

　神戸大学大学院でのブラッシュアップ日本語は、2016年よりマンツーマン授業を取り入れ好評を得ています。

　2020年にはコロナ禍で1回中止になりましたが、その後オンラインで授業を行うなど再開しました。

　2020年11月から12月にかけての授業風景は、マスクを着けて感染対策をしながら、日本語を学ぼう、教え

ようという熱気に寒さを忘れたと、かわらばんの記事にあります。

　神大大学院生が、文化祭でのスピーチに参加したり、遠足に参加することもあり、交流がさらに深まりました。

　海技大学校の日本事情講座は2015年まで行いました。（資料 P.55）
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６．防災教室

　2021年日本語教室の学習者・ボランティアで「人と防災未

来センター」を訪問して、日本の災害や防災について学習し

ました。

　また、「文化祭」で３回防災教室を開きました。この教室

では西宮市国際交流協会や、NPO法人国際ボランティア学生

協会 (IVUSA)の協力を受けて、わかりやすい防災知識を学ぶこ

とができました。また、芦屋警察の方にも防災の話をしてい

ただいたことがあります。

　参加者から、「芦屋市の一外国人住民として、災害時の外国人への積極的な支援を共に学んで、地域社会に

溶け込むチャンスを得たような気がする」との声がありました。

７．文化祭

　日本語学習者による日本語スピーチと日本文化に親しむ機会として文化祭を年1回行っています。スピーチ

とともに、ひな祭りや七夕などの行事を開催しました。（資料 P.56）

　これらの催しを通して、日本語教室の学習者は、ボランティアとともに日本の年中行事や文化を楽しむこと

ができます。

　学習者がかわらばんに書いた記事を紹介します。

　「7月8日（土）、日本語教室『夏まつり』に参加する機会が

ありました。センターでは、ゆかたを着用することができ、と

ても嬉しかったです。また、ゆかたを着て伝統的なコスタリカ

の歌を歌うのは経験したことがなかったので、とても面白かっ

たです。他にも、ダンスや、うちわに筆を使って絵を描いた

り、日本の食べ物を食べたりと日本の伝統に触れ、ゲームに参

加することもできました！今年が初めての日本の夏の生活です

が、このようなイベントが初めての日本の夏を楽しくしていま

す。」（2017年秋号より）

　文化祭では、学習者が日頃の日本語学習の成果を、様々な魅力あふれるスピーチによって披露しています。

　学習者がかわらばんに書いた記事を紹介します。

「私は一年半日本にいます。今年の春の文化祭でスピーチをするようにすすめられました。私は自分の夢をみ

なさんに話したり、ギターをひいてベトナムの歌を歌ったりしました。日本で自分の国の歌をほかの国の人た

ちに聞いてもらうのは、おもしろいけいけんでした。私のパフォーマンスが終わると、はくしゅをしてくれま

した。私はそれをとてもうれしく思いました。イベントで、私は他の国の人のスピーチを聞くこともできまし

た。かれらはインド、インドネシア、スペイン、中国などいろいろな国から来たひとたちですが、みなさんは

いろいろなりゆうで日本へ来ました。かれらは日本の生活や、母国と日本の似ていることと違うことについて
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話しました。かれらはみんな、それなりに日本がめっちゃ好きですね！私もですよ！それはすてきなことです

ね！！」（2019年春号より）

８．バス旅行（施設見学）

　走る県民教室、HIA民間国際交流事業助成金、ユネスコ基金を活用して、バス旅行を行いました。奈良、京

都、淡路島などの観光地を訪れたほか、温泉、乗馬、座禅、陶芸、野菜の収穫など様々な体験をしました。

（資料 P.56）

　これらの課外活動は、ボランティア同士、学習者同士も交

流が深まる良い機会となりました。

学習者はバス旅行の感想として、次のようにかわらばんに書

いています。

　「バス旅行のおかげで芦屋市に住んでいるたくさんの外国

人に出会いました。たぶん日本語教室や文化教室で会ったこ

とがありますが、喋る機会がほとんどありませんでした。今

回皆さんとゆっくり喋って本当に良かったです。」

　「様々な人に出会えるのみならず、日本文化に深く触れら

れるチャンスだと思いました。」

９．外国人のための情報紙

　「コスモジャーナル」は2019年10月の第1号から2024年2月の第27号まで2カ月に1回発行してきた情報紙

です。広報あしやの2カ月分の内容から、芦屋で暮らす外国人の方に必要な情報を選び、ボランティアがやさ

しい日本語とやさしい英語にしてきました。紙媒体では、潮芦屋交流センターや市役所やラポルテ市民サービ

スコーナーなどに置き、インターネットでも配信してきました。

　2024年度からは、さらに在住外国人に寄り添った内容で「やさしい日本語」の情報紙として生まれ変わる予

定です。

　また2019年から「広報あしや」掲載の防災のお知らせを「やさしい日本語」にしてホームページに載せています。

　“THE COSMONET” は「広報あしや」から記事を選び英訳して芦屋市在住外国人の方に役立つ情報としてお伝

えしようと、1997年7月に始まった英語ボランティア手作りの月刊英語情報紙です。英訳する記事は教育や健

康・福祉など市民の生活上の一般情報や、音楽会・美術展・映画・各

種教室等のイベント案内など幅広いジャンルにわたります。

　25年にわたる活動が評価され、兵庫県国際交流団体連絡協議会の

「草の根国際功労賞」を、グループを代表して村井さんと杉山さんが

受賞しました。

　残念ながら2023年度末で“THE COSMONET”は320号を最後に27年と

いう長い活動に幕を閉じることになりました。これまで活動を支えて

下さった様々な方々、読者の方々にお礼申し上げます。（資料 P.57）
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追　 憶　　感謝を込めて

故　橋谷靜子元会長・館長を偲んで

会長　 戸田　敬二

　故 橋谷靜子様は副会長、会長、館長として20年近くに渡りＡＣＡを

ご指導下さり、多くのご貢献、ご功績を残して下さいました。そのご

功績の一部をご紹介いたします。

　橋谷様が会長になられた2011年にACAは潮芦屋交流センターの指定

管理を芦屋市から受けて国際交流協会としては数少ない完全民営化を

実現しました。

　会長になられてACAの全事業委員会で取り組める事業として「ワー

ルドフェスタ」を始めてくださいました。このイベントは今や1,000

名近くがご参加頂けるビッグイベントになりました。2014年から始め

られ既に６カ国に及ぶ大使や総領事をお招きしてのイベントはその国

の文化に直接触れる機会と高く評価されています。

　26年前に始めて、また続けていただいた「作って食べよう世界の料理」は単なる料理教室ではなく、試食を

しながら講師の方からその国の料理の話、文化などをお話いただき料理を通して世界を知る講座です。潮芦屋

交流センターのキッチンの隣に試食室が作られたのも橋谷様のご尽力の賜物です。

　60周年記念事業として初の市販本「作って食べよう世界の料理」を発売できましたのは、橋谷様なしでは成

し得なかったことです。

　多大なご貢献に感謝し、心より橋谷靜子様のご冥福をお祈り申し上げます。

橋谷様への感謝の言葉
館長代行　笠木　貴美子

　60周年記念事業としてレシピ本を出版することが決まった時、誰よりも喜ばれたのは橋谷様でした。25年間

の膨大なレシピの中から40カ国のレシピを厳選し、再現して撮影する作業は想像以上に大変なものでしたが、

責任感が人一倍強い橋谷様は、「読者の方に美味しい世界の料理を作ってもらえるように」と全力で取り組ま

れました。

　橋谷様の情熱と熱意に勇気づけられ、私たちは最後まで一つのチーム

となり、目標を達成することができました。その完成した本を手に取る

ことなく旅立たれたことは本当に残念でなりません。出版記念祝賀会で

一緒に苦労話などをして、お祝いをしたかったです。

　橋谷様は年齢を感じさせないほど若々しく、常に会話の中心におら

れ、何か相談事があるときには、いつでも適切なアドバイスをくださ

り、本当に頼りになる存在でした。

　本当にお世話になりました。心から感謝申し上げます。

　微力ながら、橋谷様の志を引き継いで、ACAの発展に力を尽くしてい

きたいと思います。
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橋谷靜子様を偲んで
理事　髙雄　芳子

　靜子様が力を注いでこられました事業の一つに“世界の料理教室”があります。2011年に新設されました潮芦

屋交流センターに調理室と試食室を設けるにあたっては、心血を注いで最新備品をご用意下さいました。お陰

様で教室は大評判となり、昨年レシピ集“作って食べよう世界の料理”が出版されました。靜子様に完成本をご

覧いただけなかったのが、とても残念で悔しい思いです。

　色々の所にご一緒いたしましたが、彼女の頭の中にはいつもの“世界の料理教室”のことがあり、「あの国の

料理はどうかしら？」「あのコックさん、どうかしら？」と口にされておりました。

　きっとACAのすべての事業に心を込めて関わられた事でしょう。私は『いつもACAの事を考えている凄い

人』と感心をしておりました。 靜子様、本当にありがとうございました。

両市の架け橋 Yae Aiharaさん
理事、元学生親善使節　稲鍵　亜早子（津紀子）

　姉妹都市提携後、間もない頃より両市の交流を陰で支え続けて来られた

相原八重さんが、2023年２月11日、ご自宅にて静かに97年のご生涯を終

えられました。息を引き取られる前に、傍のご家族に、“Thank you. I had a 

good life.” とお別れを告げられたとの事です。

　モ市姉妹都市協会（MASCA）の会長、会計、Historianなどを歴任され、

モ市のホストファミリーをサポートするAihara基金を設立されています。

変わらぬ熱意と優しさで、代々の芦屋の会長方、会員方とも親交を深めら

れ、ビンゴゲーム、ローズガーデンのサポート、大震災直後の慰問とご後

見は数限りなく、協会からの感謝状だけでなく、芦屋市民文化賞など多く

のご受賞となりました。

　モ市からの学生使節には芦屋で困らぬよう心構えのオリエンテーション

を、芦屋からの学生使節には浴衣の着付けなど細やかな気遣いを続けら

れ、両市の学生達皆を母親ように守って下さいました。

　日系人博物館の会員歴は長く、National「全米」のものと認められた時

にはお喜びでした。戦時中の日系人キャンプ体験者としては、八重さんが最後のボランティアガイドで二カ国

語で対応されました。4月３日に全米日系人博物

館でMemorial　Serviceが執り行われ、壇上には

ACA会長と元芦屋学生使節有志からとの二つの大

きな花輪が飾られました。沢山の懐かしい八重さ

んの映像と“Unforgettable”のボーカルが流れ、

250人近い出席者が涙と笑顔で八重さんを偲びま

した。式典後には、お孫さんのレストランのランチ

が出席者に振舞われました。お料理と14、5人の

お孫さんとスタッフの待つ別室に向かい、お皿を

持って一巡りするとご馳走が大盛りになるという、

最後まで八重さんらしいおもてなしでした。
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回　想　　

20周年から30周年を振り返って

前会長　戸田　祐一

　かつて20周年誌を編集した時、私は副会長を務めており、編集委員長をさせて

いただきました。それから早や10年がたち、30周年誌に回想を書かせていただく

ことになり、感慨無量です。本当におめでとうございます。

　20周年誌を発行した翌年には会長を仰せつかりました。会長在任中の事を思い

返しますと、モンテベロ市との姉妹都市55周年に当たり、市民訪問団を募ってモ市を訪問したこと、その半年

後にはモ市から市民訪問団が芦屋市に来られて交流を深めたことなど、楽しい思い出が沢山あります。その一

方、いろいろ苦労したことも沢山あります。ACAは2011年4月に潮芦屋交流センターの指定管理者になりまし

たが、NPO法人の資格を取ったのは、その直前の3月でした。ということで、副会長をさせていただいていた

時期は、まだ手探りで仕事を始めていたという段階でした。この契約は3年間で、2014年に契約更新が行われ

ることは決まっており、それまでに組織、運営体制を整えて、更新の審査に備える必要があり、様々な課題が

山積していました。幸い会員の皆様のご協力を得て無事、契約更新が行われ、2014年から第二期の指定管理が

始まりました。この契約期間は5年間なので、まずはホッとしたことを覚えています。

　もう一つは、認定NPO法人の資格の取得があります。稲鍵元会長の時代から、認定NPOの資格を取りたいも

のだという話はあったのですが、指定管理を受けたばかりで、とても手が回りませんでした。幸いにも兵庫県

から認定NPOを取る気はないかというお話を頂き、山田眞治副会長のご専門の知識を生かしたご協力が得ら

れ、これをチャンスと取り組むことにしました。認定NPOの認証を受けることは、税制優遇が受けられると

いった、金銭面でのメリットもありますが、それ以上に第三者にACAは文句のない立派な団体だという客観的

な評価を頂くことが目標でした。このことは多くの方にACAに加わっていただくため、信用を高めると同時

に、間接的には今後の潮芦屋交流センターの指定管理の更新を頂くにあたっても、良い効果があると思ったか

らです。

　2017年6月、会長を退任させていただき、その後は潮芦屋交流センターの館長やACA監事をさせていただき

ましたが、段々と実務からは離れていきました。所が思いがけなく、日本文化を学ぶ一環として、俳句教室を

開講することとなり、2022年よりその講師として、月に1回教室を開いてます。

　最後にどうしても申し上げたいことは、私の前任の会長である故橋谷靜子様のことです。私がACAに入会し

て、ボランティア組織の運営について全く素人であった時に、私を副会長に任命して、いろいろ直接ご指導を

頂きました。夜遅くまで電話でご相談をしたり、メールのやり取りをした日々の事を感謝を持って思い返して

います。会長を退任された後も、引き続き様々な局面でACAの発展にご尽力下さいました。2023年4月に急逝

されましたが、もしお元気であれば、共に30周年を喜び合えたのにと残念でなりません。ご冥福を祈りつつ、

拙い回想文といたします。　
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回　想　　

前副会長　髙橋 　洋一

　2010年にリタイアした後、社会活動に何かお役に立てればとの想いから芦屋

市国際協会に加わりました。

　まず国内事業委員会では、種々の講演のお手伝いから始まりました。2013年

三木谷浩史さんの講演では全国から意のある若者がルナホールを埋め尽くし熱い

質疑が飛び交ったこと、和田克司先生の“正岡子規”の講演の前に虚子館を訪れ、

稲畑汀子先生の笑顔の接したこと、“かい枝”に始まり“福丸”に受け継がれた“英語

落語”も今や定着し、子供も楽しみに来るようになっています。その他小柴さん、笠木さんの司会による各種講

座も質が高かった。

　音楽では、田中隆子さん司会の夏のハワイアン、冬のXmasコンサートに癒されました。春の“さくらまつり”

では、橋谷さんのお誘いで“深川製磁の壺”“浜田庄司風の皿”を買ったことも懐かしいです。

　国際事業委員会では、2014年、井上前委員長、戸田敬二会長との“Kの誓い”を契機にその活動を盛り返した

こと。その誓いとは、3人で遊びに行ったクアラルンプール帰りの空港の待ち時間に“HF、HAの重視を徹底す

ること”を約束したことです。その後の元SA奥田君、山﨑君の活躍も大きく、大石さんのサポートも見事でした。

　恒例の“ドラゴンボートレース”は、いつも暑さとの闘いでした。2017年、教育長率いるチームを破りベスト

4まで勝ち進み、“サイゼリア”で美酒に酔ったこともありました。全日程を終え行われる反省会は、いつも青山

さんの“ブルーマウス”でVを見ながら盛り上がりました。また、SAたちと長山耕三師のお能や井上さんらと聞

香、上七軒などの京文化に触れることができました。

　この他、市民との交流をもっと活発にと、2015年はシルビアさんを招き、市内4小学校（山手、精道、潮

見、打出浜）と交流しました。生の英語授業に目をキラキラさせていた子供たちが印象的でした。芦屋学園で

は、高校生と予め与えた課題で討論も行いました。

　この頃は先方の小学生たちとレター交換を行い夏休み明けの市民展で披露していました。また、ハロさんが

理事長をされているビバリー病院からローラ・ベリーさんをお招きし、芦屋病院で“USAの看護事情”等をレク

チャーいただき、こちらから矢ケ部さんがナースプログラムの実習に行かれました。

　2018年ルクセンブルクから元デ杯選手団が来芦の折、芦屋国際ローンテニスクラブでの交歓会に出席できた

のも嬉しいことでした。

　2016年55周年記念事業として、モンテベロ市を訪問：歓迎パーティでは、山中市長の手品、多田京子さん

のお琴の演奏、さらに先方の市長さんのドラムも加わったバンドに乗ってシルビアさんと踊ったジルバもよき

想い出です。ゼペタ邸でのガーデンパーティではカウボーイハットをかぶり馬に乗ったこと、ラストは屋根に

またがって吊るされた大キャンデイバッグをたたき落とすゲームで敬二さんが見事に成功し、拍手喝采。

　相原八重さん案内の全米日系人博物館では歴史に触れることができて有意義でした。食は、ロスのロブス

ターに始まり、ベガスのステーキで終え、カリフォルニアワインも満喫しました。

　この10年とくに忘れ難きは、前会長の橋谷さんの暖かいお人柄と細やかな折衝力でした。毎月の常任理事会

後のアフターランチの語らいも楽しかったです。

　また、2018年ＮＰＯ法人の認定取得など手腕を振るわれた現戸田敬二会長の存在は大きく、芦屋市国際協会

の今後のさらなる発展を望んで止みません。
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回　想　　

転換の年２０１８年

前事務局長　河井　俊彦

　2018年度は、芦屋市国際交流協会（以下略ACA）にとって、ACA設立から25年、

NPO法人取得から10年経った節目の年だった。というのも、

　① 認定NPO法人化（NPO法人からの格上げ）

　② 潮芦屋交流センターの公募指定管理の獲得

　③ 法人としての独自オフィス（主たる事務所）の設置

この３つの大きなテーマが、この１年に集中したのだ。

　それは１本の県庁からの電話から始まった。県庁の担当部署から「ACAは社会的

に適正・適切なＮＰＯ団体であると推察されるので、【認定NPO法人】に格上げを

検討しては？」と…。 早速戸田祐一会長に相談したところ、即取得へのGOサイン点灯となった。 蓋を開けて

みると、2016年度から3年越しで財務収支を整理した上、組織の定款、規約に即した運営等々の関係資料を取

纏めし、３年後に県庁に申請、そして審査、立会を受験し法人格を取得するという長丁場に渡るものである。

　その主旨は、

　① 多くの市民に支えられ、

　② 運営組織・事業活動が適切であり、

　③自ら情報を広く公開している社会的信頼性のある団体である、と県知事のお墨付きをもらう名誉あるもの

　　だ。NPO法人は数多いが、認定を持つNPO法人は市内でも1団体しかなく県内も数は非常に少ない。

　取得にかかる大日程を検討したところ、「なんと、市の潮芦屋交流センターの指定管理（公募）の審査及び

議会承認に係る一連の作業と完全にオーバーラップしてしまう日程ではないか！」2018年度は関係理事及び事

務局は事務処理量の増大で忙殺されること必至。しかも３年越しで県と市の両方にACAの活動の源泉そして存

在価値のためのアクションを興すことが必要になる。

　更に、その二つを獲得するプロセス上で、新たな課題が勃発！「主たる事務所」の登録が必要になったの

だ。過去便宜上、会長の自宅が登記されていたが、交流センターは指定管理上の執務場所であり、法人として

の主たる事務所になり得ない。ACAの将来も考え、登記上独自のオフィスの確保が必要との戸田敬二会長の判

断で、早速物件をサーベイ。タイミングよく市の放出物件として駅前ビル ラ・モール芦屋の一室の入札案件が

あり、理事会承認の下これに狙いを定めた。数社の応札の結果、市内不動産業者を僅差でかわして落札するこ

とに成功！入札額は戸田会長とともに随分頭を悩ましたが、落札時には大人気なく二人で小躍りしたことは記

憶に新しい。

　かくして2018年度は「県の認定NPO法人格取得」「市の交流センターの指定管理獲得」「独自のオフィス取

得」の三本の矢立で、てんやわんやの年になったが、法人設立から1/4世紀を経たこの年度は【ACAの転換の

年】になったのではなかろうか？ あれから５年たった今、ラ・モールの「主たる事務所」を拠点に、県の認定

NPO更新、市の指定管理を継続されていると聞く。この大一番を乗り切ったことをきっかけに、設立30年【而

立の年】を迎え、さらに40年【不惑の年】に至るまで、潮芦屋（交流）センターと国際（交流）協会の共通項

である【交流】を基軸に理事・事務局並びに会員各位の協力体制の下で、県・市並びに各種団体と交流の場を

広める礎になってもらいたいと祈念する。　
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編 集 後 記

　芦屋市国際交流協会（ACA)創設30周年を記念して、10周年・20周年に続き「30周年記念誌」としてこの10

年間の歩みを記録し纏めようと言うことになりました。

　その準備や執筆に当たっては、2023年12月より協会内にて5名が委員となり、出来る限り資料を集める共に

多くの関係者の方々に寄稿などの協力を仰いで数か月にわたり打合せを繰り返し、この度「30周年記念誌」を

何とか完成することができました。

　この10年を振り返ると、温暖化による自然環境の劇的変化、デフレなどによる経済の低迷、新型コロナのパ

ンデミック、ロシアとウクライナやイスラエルとガザの侵攻・戦争など地政学的リスクなどの問題が顕著とな

りました。一方我々ACA内でも認定NPO法人の認可を取り付け、ラ・モール芦屋を購入、「作って食べよう世

界のレシピ本」の出版など幾多の出来事やイベントを行ってきました。

　また新型コロナのACAへの影響も顕著で、長年実施してきた姉妹都市モンテベロ市との学生親善使節や両市

市民訪問団の交流を3年間中断し、潮芦屋交流センターも一時閉館せざるを得ない状況に追い込まれました。

　そして何よりも残念な知らせとして、この姉妹都市交流に多大なる貢献のあった相原八重さん、そしてACA

の会長で館長でもあり「料理教室」などACAに枚挙にいとまがないほどの貢献をして頂いた橋谷靜子さんがご

逝去されたことです。

　改めてご冥福をお祈り申し上げます。

　この「30周年記念誌編集委員会」のメンバーとして、リーダーとして田中明（副会長）、国際事業委員会か

ら番留委員長、国内事業委員会から稲鍵さん、外国人支援委員会から植田委員長、そして事務局の山岸さんに

ご参加いただき、ベテランから数年のACA経験者と言うバラエティーに富む素晴らしい方々が集まってくれま

した。

　本記念誌を纏める基本方針としては、ACA創設20周年目以前のことは10周年や20周年記念誌に記載されてい

るので簡単に触れることとし、それ以降の2014年度から2023年度の10年間の出来事を中心に記録に残すとい

うこととしました。
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　　編集委員 （敬称略）

　　　田中　明

　　　稲鍵　亜早子

　　　植田　多江子

　　　番留　均

　　　山岸　千香子

　委員会の打合せの中で何度となく内容の修正や目次の書き換え、読み合わせを行い、出版社の方とのミー

ティングを通じて文章のバランス、表紙のデザイン、写真のサイズや位置などを決めて行きました。

　中々現代流クールな記念誌とはなりませんでしたが、囲み記事で個人の感想を挿入したり、カラフルなちら

し集を取り入れたりして、何とか完成にこぎつけました。

　いまは正直ほっとしています。

　この記念誌が今後のACAの将来の発展と新たな創造のための一助となれば幸せです。

　最後になりましたが、編集に際し多くの方々に寄稿をお願いしたこともあり文脈・文調が統一されず、読み

ずらい箇所をあると思いますが、ご容赦戴きたいと思います。

　本編集にあたり暖かい支援とご協力を賜った関係者の方々に心より御礼・感謝を申し上げると共に皆様の今

後のご活躍を祈念致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024年　6月　　編集長　田中　明
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